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＜書籍説明＞＜書籍説明＞

　本書は、岡山県倉敷市水島地区における環境再生の取り組みの歴史と現状、そして今後の課題につ

いて総合的に明らかにしている。なぜ水島なのか。それは、戦後の地域開発によってコンビナートか

らの大気汚染公害が深刻化し、今も脱炭素の課題を抱え込んだ典型的地域だからである。倉敷市は

2018 年の西日本豪雨に見舞われたため、脱炭素の重要性が強く認識されている。

　大気汚染被害者による倉敷公害訴訟は 1996 年に和解解決を迎え、2000 年に水島地域環境再生財団（み

ずしま財団）ができて「環境再生のまちづくり」をスタートさせた。大気汚染を改善し、自然を回復

して住みよいまちを取り戻すこと、防災や脱炭素を進め住民がコンビナートと共生しうる地域をめざ

すこと等が課題である。公害経験の継承を軸とした協働のまちづくりにおいて水島は先進地であり、

その取り組みにぜひ注目していただきたい。

＜タイムテーブル＞＜タイムテーブル＞

13:30-13:40　趣旨説明（林美帆・みずしま財団）

　　　　　　来賓あいさつ（下田勝司・東信堂社長）

13:40-15:50　各章の解説（表面参照）

15:50-16:10　コメント（寺西俊一・一橋大学名誉教授）

16:10-16:25　編者リプライ

16:25-16:30　閉会挨拶（福田憲一・みずしま資料交流館館長）

『「地域の価値」をつくる　–倉敷・水島の公害から環境再生へ』『「地域の価値」をつくる　–倉敷・水島の公害から環境再生へ』

はしがきはしがき（除本理史・林美帆）

序　序　水島の環境再生と資料館づくりの意義（下野克已）

      水島地域の調査研究などに 50 年以上取り組んで（磯部作）
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第Ⅱ部　環境再生に向けて第Ⅱ部　環境再生に向けて

第 4 章　「水島再生プラン」とまちづくりの現在（傘木宏夫・藤原園子・塩飽敏史）

　　補論　水島における環境学習のまちづくり
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